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This paper focuses on “Shukei” principles for infill construction 
in historic towns and landscapes aimed at preservation 
of their cultural authenticity. This year, field surveys and 

























































































　空地に隣接するゴルド通り 25 号には、1820 年前後の、漆喰
で塗られたハーフチンバーの家が建っている。立派なファサー
ドを持ち、町並みの中でもとくに目を引く存在である。シュマ





ュマーレ通り 13 号の、1592 年にニーダーザクセン様式で建て
られた、とくに価値の高いハーフチンバーの家である。
　対象となるシュマーレ通り 15 号の空地は、コルン広場から約





































































































































































（注 04） 　クヴェドリンブルグ市役所・都市計画課の Torsten Schmelz 氏の説明による。





市合わせて 48 か所の設計事務所 60 人以上の建築家が応募した。
p.11：クヴェドリンブルグの場合、審査員として建築家や、市長ほか行政関係者
が 9 名、専門役として州立文化財保存局、銀行、州開発交通省などの関係者 4 名が、
それぞれ審査および論評に関わり、2008 年 12 月に課題が提示され、審査が 2009
年３月におこなわれた。18 作品が提出された。








（注 07） 　『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』p.15 に所載。





財 419 号』の木村勉／ Christoph Henrichen「日独共同研究　ドイツ・マイセンに
みる歴史的な建物の修復」でこの種の手続を紹介。）
（注 10） 　『MUT ZUR LÜCKE（隙間を埋める勇気）』p.7 に所載。この目的とともに、「州
内の建築家に向けて、現代の住宅の条件を満たし、なおかつ歴史的な町並みにも
配慮し、環境保護の面からも今後の手本となる案を提出するよう呼びかけた。」と
ある。
クヴェドリンブルグ市街における歴史地区の主要な新築・修景事業　本図
は、クヴェドリンブルグ市役所都市計画課のトステム・シュメルツ氏から
提供を受けた修景計画資料（2011 年現在）をもとに現地を確認し、クヴ
ェドリンブルグ市街歴史地区に新築・修景計画を示したもの。ここでは、
空地を “隙間” と表している。
